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とうり

平
成
二
十
九
年
五
月
十
三
日（
土
）

於
：
法
人
棟
四
階
　
会
議
室

開
会
　
十
三
時
三
〇
分

一
、幹
事
長
挨
拶

二
、議
長
選
出

三
、議
事

（
一
）平
成
二
十
八
年
度
活
動
報
告

・五
月
十
四
日（
土
） 

総
会
に
代
わ
る
幹
事
会

・六
月
二
日（
木
） 

東
海
支
部
会
　
於
三
島
市

・六
月
二
十
五
日（
土
） 

校
友
会
本
部
総
会

・七
月
十
五
日（
月
） 

「
お
と
ず
れ
43
号
」発
行

・十
一
月
八
日（
火
） 

平
成
二
十
八
年
イ
ベ
ン
ト

 

歌
舞
伎
鑑
賞
会
　
於
国
立
劇
場

・十
一
月
十
七
日（
木
） 

関
西
支
部
会

 

於
京
都
府
宇
治
市

・常
任
幹
事
会
　
五
月
、七
月
、九
月
、十
一
月
、

  

一
月
、三
月

・当
番
　
毎
週
火
曜
日

・そ
の
他
、名
簿
整
理
等
々
の
為
、月
数
回
活
動

（
二
）平
成
二
十
八
年
度
決
算
報
告

（
三
）監
査
報
告

（
四
）平
成
二
十
九
年
度
活
動
予
定

・五
月
十
三
日（
土
） 

総
会
に
代
わ
る
幹
事
会

・五
月
二
十
五
日（
木
） 

東
海
支
部
会
　
於
浜
松
市

・六
月
十
七
日（
土
） 

校
友
会
本
部
総
会

・七
月 

「
お
と
ず
れ
44
号
」発
行

・九
月
二
十
八
日（
木
） 

平
成
二
十
九
年
イ
ベ
ン
ト

 

バ
ス
ツ
ア
ー

・十
一
月 

関
西
支
部
会

・常
任
幹
事
会
　
五
月
、七
月
、九
月
、十
一
月
、

  

一
月
、三
月

・当
番
　
毎
週
火
曜
日

（
五
）平
成
二
十
九
年
度
予
算
案
審
議

（
六
）そ
の
他

閉
会

〒112-8629
文京区大塚 1－5－9
　　　　　　 跡見　花子　様
（　　　　　：   5641001）

料金別納
郵便

短大　卒業期　科　クラス　出席番号

１ . A
２ . B
３ . C
４ . D

⎧
⎨
⎩

⎧
⎨
⎩

１ . 文科（国文）
２ . 文科（英文）
４ . 家政科
７ . 生活芸術科

科
ク
ラ
ス

桃李の会 会報 第44号（1） 2017年7月20日 桃李の会 会報 2017年7月20日 （4）第44号

支
部
会
だ
よ
り

関
西
支
部

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
七
日

西
畑・宮
西・門
脇

　

深
ま
り
ゆ
く
秋
、こ
の
度
の
関
西
支
部
会
は
、

世
界
遺
産
平
等
院
へ
。十
一
月
十
七
日
山
崎
先
生
、

大
塚
先
生
幹
事
長
萬
葉
様
は
じ
め
幹
事
の
方
々
、

東
海
支
部
の
方
々
を
京
都
駅
に
お
迎
え
し
て
、バ

ス
で
宇
治
の
辰
巳
屋
へ
、両
先
生
、な
ら
び
に
萬

葉
様
の
御
話
を
拝
聴
し
、名
物
料
理
、山
海
の
珍

味
、め
ず
ら
し
い「
む
か
ご
」な
ど
三
十
種
を
う

ま
く
取
り
合
わ
せ
た
料
理
、そ
の
後
、平
等
院
の

参
道
に
あ
る
上
林
三
入
本
店
で
、抹
茶
作
り
の
体

験
、石
臼
で
茶
葉
を
ひ
き
、ひ
き
た
て
を
茶
筅
で
、

各
自
お
茶
を
た
て
、賞
味
致
し
ま
し
た
。今
回
の

ハ
イ
ラ
イ
ト
平
等
院
鳳
凰
堂
、平
安
時
代
を
代
表

す
る
仏
師
定
朝
が
作
っ
た
阿
弥
陀
如
来
、神
々
し

さ
は
、息
を
の
む
程
で
し
た
。創
建
当
時
の
鮮
や

か
な
柱
、菩
薩
様
は
映
像
で
鳳
翔
館
に
て
見
学
。

阿
字
池
の
ま
わ
り
の
紅
葉
、空
に
は
え
て
見
事
で

し
た
。帰
路
、来
年
四
十
五
周
年
と
成
り
ま
す
の

で
御
参
加
を
お
願
い
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

東
海
支
部

平
成
二
十
八
年
六
月
二
日

河
邊
彩
子・大
石
恵
利
子

 

六
月
二
日
、東
海
道
五
十
三
次
十
一
番
目
の
宿
場

町
と
し
て
栄
え
た
三
島
市
で
開
催
し
ま
し
た
。東

海
支
部
と
し
て
は
初
め
て
で
す
。山
崎
理
事
長
、

大
塚
副
学
長
、萬
葉
幹
事
長
は
じ
め
幹
事
の
方
々

を
お
迎
え
し
、総
勢
三
十
九
名
の
支
部
会
に
な
り

ま
し
た
。天
気
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
皆
様
の

日
頃
の
行
い
が
宜
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
!!
晴
天

に
恵
ま
れ
、幹
事
と
し
て
は
ホ
ッ
と
胸
を
な
で
下

ろ
し
た
の
で
し
た
。

　

ま
ず
は
源
頼
朝
が
源
氏
再
興
を
祈
願
し
た
事

で
知
ら
れ
る
三
嶋
大
社
、商
売
繁
盛
の
え
び
す
様

も
祭
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、そ
ち
ら
も
一
緒
に
お

参
り
。昼
食
は
老
舗
の
三
島
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て

ゆ
っ
た
り
と
食
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。午
後
は
三

島
市
郊
外
の『
ク
レ
マ
チ
ス
の
丘
』に
。ヴ
ァ
ン
ジ

彫
刻
美
術
館
、庭
園
公
園
を
散
策
。館
内
に
も
広

い
芝
生
の
中
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
彫
刻
達
。庭
園
は

青
い
空
の
下
、華
や
か
な
バ
ラ
と
楚
々
と
し
た
ク

レ
マ
チ
ス
が
競
い
合
う
よ
う
に
咲
き
誇
っ
て
い
ま

し
た
。花
達
に
負
け
な
い
元
気
な
私
達
に
嫉
妬
し

た
の
で
し
ょ
う
か
!!
青
空
な
の
に
突
然
の
に
わ
か

雨
!!
狐
の
嫁
入
り
に
も
遭
遇
し
ま
し
た
が
、皆
さ

ん
、笑
顔
で
三
島
を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、来
年
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

44

四
家
ク
ラ
ス
会

傘
寿
の
か
が
や
き4

家　

根
本
澄
子

　

梅
雨
入
り
し
て
ま
も
な
く
晴
れ
女
が
集
ま
り

ま
し
た
。足
の
便
も
良
く「
お
茶
の
水
」は「
紫
紺

館
」の
五
階
の「
椿
山
荘
」の
個
室
。と
い
え
ば
六

十
年
前
初
々
し
か
っ
た
謝
恩
会
の
椿
山
荘
の
別

荘
で
す
。街
騒
も
遠
く
、早
速
タ
イ
ム
マ
シ
ン
で

あ
の
頃
に
戻
り
、い
つ
の
間
に
か
旧
姓
で
呼
び
合

っ
て
い
ま
し
た
。一
番
関
心
事
の
健
康
に
い
い
事
、

病
気
の
体
験
話
な
ど
お
し
ゃ
べ
り
の
花
が
咲
き
続

い
た
あ
と
は
芸
人
の
出
番
で
す
。歌
手
も
い
れ
ば

マ
ジ
シ
ャ
ン
も
現
れ
、趣
味
の
域
を
超
え
た
腕
前

を
披
露
さ
れ
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。「
継
続

は
力
な
り
」Ⅰ
さ
ん
の
衰
え
し
ら
な
い「
こ
の
道
」

の
熱
唱
、つ
づ
い
て
K
さ
ん
の
手
捌
き
鮮
や
か
な

手
品
の
出
来
栄
え
に
拍
手
喝
采
。じ
ー
っ
と
目
を

見
す
え
て
ま
し
た
が
上
手
く
ご
ま
化
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。気
心
の
知
れ
た
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
同

志
し
か
も
年
齢
を
サ
バ
読
む
気
遣
い
も
な
く
、こ

れ
こ
そ
が
ク
ラ
ス
会
の
良
さ
で
し
ょ
う
。

　

日
頃
は
外
出
も
少
な
く
、こ
も
り
が
ち
の
日
が

続
く
老
い
、新
た
な
パ
ワ
ー
を
分
け
合
い
、も
ら
い

合
い
、二
次
会
の
お
茶
の
後
、惜
し
み
つ
つ
帰
路
へ
。

　

来
年
も
再
来
年
も「
あ
の
日
」「
あ
の
場
所
で
」

を
約
束
し
て・・・。

　

跡
見
学
園
女
子
大
学
で
は
、学
園
卒
業
生

（
校
友
）の
子
女
を
対
象
と
し
た
推
薦
入
学
試
験

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

跡
見
学
園
中
学
校
に
も
中
高
卒
業
生
の
子
女

を
対
象
と
し
た
入
試
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
各
校
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大
学　

T
E
L　

〇
四
八‒

四
七
八‒

三
三
三
八

中
学　

T
E
L　

〇
三‒

三
九
四
一‒

九
五
四
八

ク
ラ
ス
会
だ
よ
り

桃
李
の
会

平
成
二
十
九
年
度

総
会
に
代
わ
る
幹
事
会

桃
李
の
会

平
成
二
十
九
年
度

総
会
に
代
わ
る
幹
事
会

印

項 目 予 算 決 算 増 減 備考 項 目 29年度予算 28年度予算 備考

預金払い戻し

利 子 収 入

寄 付 金

雑 収 入

前年度繰越金

合 計

預金払い戻し

利 子 収 入

寄 付 金

雑 収 入

前年度繰越金

合 計

項 目 予 算 決 算 増 減 備考

会報（おとずれ）

通 信 費

会 議 費

渉 外 費

交 際 費
熊本義援金
10万円含

事 務 費

消 耗 品 費

備 品 費

交 通 費

雑 費

校友会本部納金

支 部 助 成 金

行 事 費
予 備 費

合 計

項 目 29年度予算 28年度予算 備 考

会報（おとずれ）

通 信 費

会 議 費

渉 外 費

交 際 費

事 務 費

消 耗 品 費

備 品 費

交 通 費

雑 費

校友会本部納金

支 部 助 成 金

行 事 費
予 備 費

予算対比収支内訳表 
（平成28年4月1日から平成29年3月31日まで）

平成29年度予算  
（平成29年4月1日から平成30年3月31日まで）

■平成28年度 決　算（収入の部）  

■平成28年度 決　算（支出の部）  

■平成29年度 予　算（収入の部）  

■平成29年度 予　算（支出の部）  

次年度繰越金　4,543,581－4,384,001=159,580

上記の通り相違ありません  平成29年4月18日　　監査 岩倉利枝 印 　大関正子 印

単位：円

単位：円

単位：円

単位：円

6,000,000

10,000

1,000

2,000

166,499

6,179,499

4,361,800

10,342

0

4,940

166,499

4,543,581

-1,638,200

342

-1,000

2,940

0

-1,635,918

3,000,000

200,000

500,000

200,000

150,000

10,000

100,000

100,000

800,000

100,000

50,000

200,000

400,000

369,499

6,179,499

2,375,465

106,796

388,257

117,000

150,800

2,268

89,786

16,847

666,970

4,880

50,000

152,120

262,812

0

4,384,001

624,535

93,204

111,743

83,000

-800

7,732

10,214

83,153

133,030

95,120

0

47,880

137,188

369,499

1,795,498

6,000,000

10,000

1,000

2,000

159,580

6,172,580

6,000,000

10,000

1,000

2,000

166,499

6,179,499

か
ん
ば
や
し
さ
ん
に
ゅ
う

校友会番号にはこのような意味があります。
例：56期卒業　家政科A　跡見花子の場合お

と
ず
れ
44
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

「
一
」
に
は
、
全
て
の
始
ま
り
の
意
も
あ
り
ま
す
。

一
□
一
□
…
皆
様
は
□
に
何
を
入
れ
ま
す
か
？

一
月
一
日
・
一
日
一
善
・
一
進
一
退
・
一
朝
一
夕
・
一
喜
一
憂
・

一
長
一
短
・
一
国
一
城
・
一
宿
一
飯
e
t
c

一
日
一
生
。
日
々
の
生
活
を
て
い
ね
い
に
紡
ぎ
、
再
来

年
の
一
期
一
会
の
七
〇
周
年
記
念
同
窓
会
に
、
皆
様
と

笑
顔
で
集
え
ま
す
よ
う
に
♡

心
を
一
つ
に
し
て
　
同
窓
会
の
準
備
が
始
ま
り
ま
す
。

担
当
　
高
橋
・
渡
辺
・
花
堂
・
原

編集後記 住所変更お忘れなく！！住所変更お忘れなく！！

合 計

3,000,000

150,000

500,000

200,000

150,000

10,000

100,000

50,000

800,000

100,000

50,000

200,000

500,000

362,580

6,172,580

3,000,000

200,000

500,000

200,000

150,000

10,000

100,000

100,000

800,000

100,000

50,000

200,000

400,000

369,499

6,179,499

訃
報

専
１
家 

斎
藤　

厚
子 

平
成
28
年
１
月

専
２
文 

溝
口　

信
子 

平
成
28
年
１
月

１
文 

羽
村　

美
智 

平
成
28
年
８
月

２
文 

吉
田　

ム
ツ
子 

平
成
27
年
10
月

２
生 

宇
和
野　

輝
枝 

平
成
28
年
１
月

３
文 

徳
永　

久
子 

不　
　
　
　

明

６
家 

藤
田　

敏
子 

平
成
26
年

６
生 

小
林　

尚
古 

平
成
25
年

７
生 

梅
﨑　

康
惠 

平
成
28
年
５
月

８
文 

綱
川　

光
子 

平
成
28
年
１
月

８
家 

伊
東　

宏
子 

平
成
28
年
７
月

８
生 

豊
島　

靖
子 

平
成
28
年

10
文 

龍
福　

房
子 

不　
　
　
　

明

12
生 

大
竹　

康
子 

不　
　
　
　

明

13
家 

八
木
澤　

美
恵
子 

平
成
26
年
12
月

13
家 

芳
村　

真
理
子 

平
成
25
年
９
月

14
家 

西
本　

栄
子 

平
成
28
年
５
月

14
生 

伊
集
院　

道
子 

平
成
28
年
３
月

15
家 

諏
訪　

晴
美 

不　
　
　
　

明

15
生 

板
谷　

佳
子 

平
成
27
年
11
月

15
生 

味
村　

良
子 

平
成
28
年
２
月

16
家 

木
山　

範
子 

平
成
24
年
５
月

17
家 

北
岡　

寿
子 

平
成
22
年
10
月

19
生 

戸
倉　

美
貴
子 

平
成
28
年
５
月

22
文 

明
石　

桂
子　

 

平
成
28
年
８
月

26
文 

星　

美
知
子　

 

平
成
27
年
５
月

26
生 

𠮷
原　

敦
子　

 

平
成
28
年
３
月

29
生 

吉
村　

恵
子 

平
成
20
年
３
月

41
文 

遠
山　

百
合
子 

平
成
27
年
９
月

44
文 

𠮷
野　

珠
江 

平
成
27
年
９
月

（
敬
称
略
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

　
　
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
十
九
年 

夏

会
　
場
：
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

詳
細
は
次
号
お
と
ず
れ
に
て
発
表

七
〇
周
年
記
念
同
窓
会 

開
催
決
定
!!

二
〇
十
七
年
十
一
月
三
十
日
　（
木
）

第
45
回
関
西
支
部
会 

開
催
（
京
都
）

参
加
御
希
望
の
か
た
は
、

桃
李
の
会
室
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

関
西
支
部
会
の
ご
案
内

卒
業
生
の
子
女
を
対
象
と
し
た

入
学
試
験
の
ご
案
内

ご
き
げ
ん
よ
う

幹
事
長

　
萬
葉 

洋
子

　

桃
李
の
会
の

皆
様
、お
健
や

か
に
お
過
ご
し
の

事
と
存
じ
ま
す
。い
つ

も
桃
李
の
会
を
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
て
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

桃
李
の
会
七
十
周
年
記
念
同
窓
会
の
開
催
が

決
定
致
し
ま
し
た
。詳
細
は
次
回
発
行
の「
お
と

ず
れ
45
号
」を
ご
覧
の
上
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　

支
部
会
は
東
海
、関
西
共
に
今
年
45
回
を
迎
え
、

歴
史
を
感
じ
ま
す
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
支
部
長
様

は
じ
め
支
部
の
皆
様
の
ご
努
力
の
た
ま
も
の
と

常
々
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

東
海
支
部
会
が
五
月
二
十
五
日
に
浜
松
市
に

て
開
か
れ
、今
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
中
の「
お
ん
な

城
主 

直
虎
」ゆ
か
り
の「
龍
潭
寺
」見
学
と
タ
イ

ム
リ
ー
な
企
画
で
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

支
部
会
に
は
山
﨑
理
事
長
先
生
、大
塚
副
学
長
先

生
も
毎
回
ご
参
加
下
さ
り
、楽
し
み
に
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

桃
李
の
会
本
部
で
は
五
年
ぶ
り
に
バ
ス
ツ
ア
ー

を
企
画
し
ま
し
た
。盛
り
沢
山
の
楽
し
い
企
画
で

す
。今
号
三
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
の
上
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

　

た
く
さ
ん
の
卒
業
生
の
皆
様
が
桃
李
の
会
に
関

心
を
も
ち
、学
園
と
の
き
ず
な
を
深
め
て
い
く
事

こ
そ
学
園
発
展
へ
の
道
と
考
え
て
お
り
ま
す
。私

達
は
そ
こ
に
心
を
つ
く
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
共
、皆
様
の
厚
い
ご
支
援
、ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



　

す
っ
き
り
と
し
た
秋
晴
の
十
一
月
、上
野
の
韻
松
亭
で
十

期
文
科
の
ク
ラ
ス
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。福
岡
、愛
媛
、

静
岡
と
遠
方
か
ら
の
出
席
の
方
、卒
業
以
来
初
め
て
の
再
会

も
あ
り
感
激
い
た
し
ま
し
た
。十
期
卒
業
生
は
今
年
七
十

六
才
に
な
り
ま
す
。九
十
数
枚
出
し
た
案
内
の
御
返
事
は

約
半
数
。欠
席
の
方
の
近
況
の
欄
に
は
体
調
不
良
を
理
由

に
な
さ
る
お
便
り
が
増
え
て
い
ま
す
。他
人
事
で
は
な
く
心

配
な
事
で
す
。お
席
が
隣
り
合
っ
た
友
人
と
楽
し
い
会
話
と

お
し
ゃ
れ
な
食
事
を
楽
し
み
、都
立
美
術
館
の
テ
ィ
ー
ル
ー

ム
に
席
を
移
し
て
か
ら
も
お
し
ゃ
べ
り
を
続
け
四
時
半
頃
に

再
会
を
約
し
解
散
し
ま
し
た
。場
所
柄
美
術
館
、催
物
も
多

数
あ
り
、誘
い
合
せ
寄
道
さ
れ
た
方
も
多
数
お
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
ま
で
賑
や
か
で
楽
し
い
一
日
で
し
た
。遠
方
へ
帰
ら
れ

る
方
の
無
事
を
祈
り
つ
つ
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
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十
六
家
B
ク
ラ
ス
会

十
一
家
A
ク
ラ
ス
会

十
文
ク
ラ
ス
会

六
家
ク
ラ
ス
会

三
十
二
弥
生
会

16
家
B　

谷　

秀
子

 

卒
業
五
十
年
を
迎
え
十
七
名
の
皆
様
が
新
橋「
花
蝶
」に

集
ま
り
ま
し
た
。司
会
者
の「
ご
き
げ
ん
よ
う
」で
懐
か
し

い
ク
ラ
ス
会
の
始
ま
り
で
す
。久
し
振
り
に
聞
く
「
ご
き

げ
ん
よ
う
」の
優
し
い
響
き
は
跡
見
の
学
生
時
代
を
彷
彿

と
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。お
い
し
い
和
食
で
お
腹
も
落
ち

着
き
、お
互
い
の
近
況
報
告
に
な
り
ま
し
た
。数
多
く
出

席
し
て
い
る
人
、？
十
年
振
り
に
参
加
さ
れ
た
方
等
様
々

で
す
が
、七
十
年
の
人
生
、い
ろ
い
ろ
な
荷
物
を
背
負
い
な

が
ら
前
に
進
ん
で
き
た
力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、

さ
す
が
団
塊
の
世
代
と
い
う
事
で
し
ょ
う
か
。樋
口
一
葉
が

通
っ
た
質
屋
を
跡
見
が
買
っ
た
話
や
、笑
い
を
誘
う
楽
し

い
近
況
等
で
盛
り
上
が
り
な
が
ら
時
間
が
過
ぎ
て
い
き
、

最
後
に
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。（
皆
様
い
き
い
き
輝

い
て
い
ま
す
!
）又
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。と
余
韻
を
残
し

て
解
散
。有
志
は
二
次
会
へ
と
流
れ
、そ
こ
で
も
気
取
ら

な
い
お
し
ゃ
べ
り
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

 

青
春
の
ひ
と
コ
マ
を
共
有
し
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
、久
し

振
り
の
再
会
で
も
す
ぐ
に
心
を
繋
げ
ら
れ
る
と
い
う
ク

ラ
ス
会
の
魅
力
を
、久
々
に
感
じ
る
事
が
で
き
た
、爽
や
か

な
五
月
の
ひ
と
と
き
で
し
た
。

6
家　

髙
橋
美
恵
子

石
井
房
子　

加
納
佐
智
子

　

秋
闌
の
平
成
二
十
八
年
十
一
月
九
日
、32
弥
生
会
の
ク
ラ

ス
会
で
お
馴
染
の
銀
座
大
志
満
で
十
七
名
の
出
席
の
も
と

今
年
の
ク
ラ
ス
会
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。今
年
は
傘

寿
を
迎
え
た
人
、間
も
な
く
成
る
人
つ
ま
り
八
十
歳
の
女

性
の
集
ま
り
で
す
が
全
員
元
気
に
銀
座
に
集
ま
り
楽
し
い

一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

 

今
回
は
た
ま
た
ま
他
の
行
事
と
重
っ
た
り
体
調
が
思
わ
し

く
な
か
っ
た
り
の
方
や
、昨
年
迄
の
会
と
比
べ
遠
方
か
ら
の

出
席
者
が
少
な
く
少
し
淋
し
い
思
い
も
し
ま
し
た
が・・・

 

来
年
は
卒
業
六
十
周
年
に
な
り
ま
す
。来
年
の
幹
事
の

方
々
も
気
持
よ
く
引
き
受
け
て
下
さ
い
ま
し
た
の
で
健
康

に
気
を
付
け
て
元
気
な
姿
で
銀
座（
た
ぶ
ん
）で
会
い
ま
し

ょ
う
。

11
家
A　

遠
藤
明
子

大
村
方
子

　

十
一
月
二
十
日（
日
）銀
座
三
笠
会
館
、奏
准
春
に
て
、七

名
の
出
席
者
の
も
と
二
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
趣
味
の
話
、

健
康
の
話
と
も
り
あ
が
り
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
す
ご
す
事

が
で
き
ま
し
た
。後
期
高
齢
者
の
仲
間
に
な
り
ま
す
。

 

日
経
新
聞
で
跡
見
学
園
大
学
の
桜
が
日
本
一
で
あ
る
事
を

知
り
是
非
来
年
四
月
桜
の
頃
新
座
へ
桜
見
物
に
行
き
ま
し

ょ
う
と
約
束
を
し
て
解
散
し
ま
し
た
。

　

い
つ
ま
で
も
健
康
で
あ
り
ま
す
様
に
。

平成28年 イベント報告

国立劇場50周年記念公演
歌舞伎鑑賞会

日　　時　平成28年11月8日（火）
場　　所　国立劇場
演　　目　仮名手本忠臣蔵
参加人数　67名

2017 年 桃李の会 イベント参加者募集
成田山参拝と
川村美術館を訪ねる初秋の一日

5年振りのバスツアーです。今回は千葉方面に行きます。
意外と知らない成田山の特別拝観と庭園の素晴らしい川村美術館で昼食

そしてぶどう狩りと充実した一日をお過ごしいただきます。
是非ご参加ください！

日　　時 ： 2017年9月28日（木）午前8時　JR上野駅 公園口　集合
会　　費 ： ¥9,000 （昼食は川村美術館内「ベルヴェデーレ」　イタリア料理）
募集人員 ： 45名（申込順）※グループで参加の場合は代表者の方がまとめてお申し込みください

行　　程 ： 上野駅公園口8:00―首都高速・東関東―富里IC―成田山付近到着―成田山
付近発10:45―川村美術館到着11:30（昼食後、自由見学）―14:00出発―
千葉中央農園（ぶどう狩り）―貝塚IC―京葉・首都高―上野駅公園口18:00頃

申込方法 ： 会費を下記振替口座にお振込みください。
  （郵便局の備え付け用紙を使用してください）
口座番号 ： 00100-0-77323
口 座 名 ： 跡見校友会桃李の会
注　　意 ： ●口座名は略さず正確に書いてください

●振込用紙には、氏名・校友会番号（不明の場合は卒業期、科、クラス、旧姓）
生年月日、住所、電話番号を必ず記入してください

●振込み確認後、会費領収のお知らせと詳細をお送りします
申込締切 ： 2017年8月31日（木）
  締切日以降のキャンセルはできません。先着順になりますので、お早めにお申し込みください。
  なお、不明の点は会室（火曜日10:30～15:00　03-3941-2742）にお問い合わせください。

担当 田中


